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66 2008イ1．版鋼船 規則及 び 関連 検査要領等に お け る改 II
．，1．1、11の 解説

（14）鋼 船規則検査 要 領 V 編 V2 ．1．1−2．に お い て ，1988年議

　　定書 を適 用 しない 船舶 に対 し，乾玄の 指定 にお い て

IACS の 統
・
解釈 を 適用 す る 旨を 明記 した。〔外国籍

船舶 の み 〉

4．鋼船 規則 A 編 ， C 編 ， 1編 及び P 編 ， 旅客船規則並 び に

　　　　　 関連検査要領に お け る改正 点 の解説

　　　　　　　　　　　（極地氷海船等）

1 ．は じめ に

　 2007年 9 ∫］27 日付
一

部 改 正 に よ り改 正 さ れ て い る 鋼 船 規

則 A 編，C編 ，1編及 びP編，旅客船規則 並びに 関連検査要

領 中，極地氷海船等 に関 す る 事項 に つ い て ，そ の 内容を解

説 す る。な お，本 改 止 は 20   8年3 月 1 日以 降 に建 造 契 約 が

行 わ れ る 船舶 〔
・
部の 要件 に つ い て は，2007年 7月 1凵以

降に 起 ll又 は 同等段 階 にあ る 船舶）に 適 用 され て い る ，、

2 ．改正 の背 景

　IACS は2006年 8月 に極 地 氷 海船 の 船 体構造及 び 機関 に 関

す る統
一
規 則 〔URI1 ，　 UR 　I2及 び URI3 ） を採択 した 。 本

統
・
規 則 は，IMO が 2002年に採択 した MSC ／Circ．1056及

び MEPC ／Circ．399 ‘’Guideline　for　ships 　operatang 　in　Arctic

ice−covered 　waters
”

の A ［予IS　2草 「構 造 」及 び 7章 「ll機」の

規定 に お い て参照 され て お り，北極海の よ うに年 間 を通 し

て 結 氷 して い る 水 域 を 自力 航 行 可 能 な船 舶 まで も対 象 と す

る 規則 で ある

　
・
方，北バ ル ト海の よ うな冬季及 び春季 に の み 結氷す る

水 域 で の 航行 に 耐 え る 船舶 を 対 象 と す る 規 則 と し て ，

Finnish−Swedish 　Ice　Class　Rules　2002 （以 下 ，　 FSICR とい

うu ） に 某 つ く規定が ，鋼船規則 C 編 28章 に 定 め ら れ て い

る 、，こ の FSICR に 関 し，フ ィ ン ラ ン ド及 び ス ウ ェ
ー

デ ン 政

府 は，2006年 12月 に 喫 水線 の 定 義 及 び そ の 取 り扱 い に 関 す

る規 定 を改 正 した 。

　こ の た め ，氷 水域 を航 行 す る船舶 を対 象 とす る規 則 と し

て 鋼 船 規 則 1編 を新 設 し．IACS統
一

規 則 を参 考 に，極 地 氷

海船 に 関 する説 定を制定した、，また，鋼船親 則 C 編 28章の

規定を上 記 FSICR の 改正 を参考 と して
一

部改止 し，同 1編

に 移設 した 。

3 ．改正 の 内容

3．1　 鋼船規則 1編／鋼船規則検査要 領 1編

　 IMO の MSC ／Circ，1056及 び MEPC ／Circ．399 に 対応する

船舶 を極地 氷海船 と定義 し，IACS 統
一一
規則等 を参考 に，適

川，定義，材料，船体構造及 び機関に 関す る 現定 を鋼船規

則 1編 1章か ら 4 帝に規定 した 。また，FSICR に 対
．
応す る 船

舶 を耐氷船 と定義 し，現行鋼船規則 C 編 28章 の 親定 の う

ち，定義 及 び 分 類 に 関 す る 規 定 を鋼船規 則 1編 1章 に，船体

及 び機関関係等の 規定 を鋼船現則 1編 5章 に，それ ぞれ …
部

改 正 の うえ 移設 した。（表 1 参照 ）

3．1．11 編 1章 （総則）

　 （1）鋼船規則1編の 規定 は，氷で 覆 わ れ た水域 〔氷水域）

　　　 で の 航行を。 1．山する 船舶 に適用 する こ と と し，こ れ

　　　 ら の 船舶 （極地 氷 海船 及 び 耐 氷 船 ） の 定義及 び 適用

　　　現定 を規則 1．1，1 に 定 め た、また
，
1編 の 現定は 通常

　　　 の 船舶 に 妛求 され る 規定 に 追加 し て 適用 され る 旨明

　 記 した 。

（2）規 則 を適用す る ヒで 必要な 事項 （極地氷海船階級乂

　 は耐 氷船 階級，最大氷海喫水線及 び最小氷海喫水線

　 な ど） を提 1
匚li図 面 に 記 載 す る 旨 Ll．2 に 規 定 した。

（3）u ．3の 低温 に 対す る配 慮 に 関す る 規定 は，FSICR に

　 基 づ く鋼 船 規 則 C 編 28章28，1⊥ −4の 規定 を 移 設 した

　 もの で あ る が，　
・
般 的 な 規 定 で あ る こ とか ら，極 地

　 氷海船 に も適 用 す る こ と と した。

（4）IMO の ガ イ ドラ イ ン 及 び IACS統
．
規 則 の 定義 に従

　 い ，　丿見貝rl　1．2．2 に 市亟」也ラ1く1毎舟f｝の F皆級 　（Polar　Class　lカ、

　 ら Polar　Class　7の 7階 級 ） を明 記 す る と と もに ，極

　 地氷海船階級 の 定義 に 用い ら れ る 氷 の 厚 さに 関 す る

　 説明を 検査要領 1編 11，2．2 に 示 し た 。また ，フ ィ ン ラ

　 ン ド及 び ス ウ ェ
ー

デ ン 政 府 の 規則並 び に カ ナ ダ 政 府

　 の 規則 に 倣 い ，規則 1．2，2 に 耐氷船の 階級 〔IA 【ワ ン

　 エ ー】Supcr か らID の 5階級）を 明記 した。な お，極

　 地 氷 海 船 階 級 Polar　Class　6及 び 7 に 対 す る 要 件 は，

　 耐 氷 船 階 級 IA　Super及 び IAに 対す る要件 とほぼ 同等

　 で ある。（図 1参照 ）

（5）規 則 図 11，1 及 び 図 11，2 に 極 地 氷 海 船 及 び耐 氷 船 の 船

　 体 区域 の 分 類をPtした。極 地 氷 海 船 は，氷 との 接 触

　 だ けで なく氷塊 との 衝突 （氷 に 乗 り Lげ て の 砕 氷 を

　 含む） に つ い て も考慮 して い る た め ，船 体 を船 長 方

　 向 に ，船首域，船首 中 間 域，中 央域 及 び船 尾 域 の 4

　 つ に 分類 し，さ ら に 船首 中 間域，中 央域及 び船尾 域

　 を船 の 深 さ 方向 に 耐氷帯域，下 部 域 及 び 船 底 域の 3

　 つ に 分類 し て い る ／t 一
方，耐氷船は ，砕氷 され た 氷

一 5 一
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昇協会会 1心No．28〔｝，2〔｝07 〔H ノ

　　　 との 接触 の み を考慮 して い る た め ，船艮方向 は，前

　　　方域 ，中 間域 及 び後方域 の 3つ に分 類 し，船 の 深 さ

　　　方 向 は ，最 小 氷 薄 喫水か ら 最 大氷 海 喫水 まで の 間

　　　（耐 氷 帯 ） に 限 定 した もの と な っ て い る 、、

3．1，2　 1編 2章 （極 地氷海船 の材料及 び溶接 関連 ）

　 〔1）t1］材 の 使川 区分 （2．1．2及 び 2，1，31

　　　氷 海 船 に対
．
す る 鋼材 の 使 用 区 」］

’
は ，常 に 海 水 に接す

　　　る筒所，低温 外気 に曝 され る［ 所，氷 荷重の 作 用 箇

　　　所及び 氷海船階級 に応 じた規定 とな っ て い る。常 に

　　　1母 水 に 張す る 箇所 は ，鋼船規 則 し桶 1章の
一・

般 船 に

　　　対する 規定 と 同
一

で ある 。氷海船 に対する 使用区分

　　　 に お い て は ，前述 の よ うに 追加事項 が 多 い た め ，

　　　 IACS 続
一
規則S6 〔UR 　S6）の ；〈　S6．1及 び S6．2 をそ の

　　　 ま ま用い ，長12．1 及び 12．3 を規定 した 。 ま た，氷海

　　　船 を対象 とす る 柄造部材
．
分煩 を？

一
　12．2 に 麗 定 し，そ

　　　 れ に 対 し要求さ れ る 鋼種 を 表12．4に 規 定 した。曳に，

　　　 抵証外 気 に 曝 され る風雨暴露部の 船殻部材 に 付け ら

　　　 れ る防撓 材 も低温 に対す る 配晃琶が 必 要 なた め，表 12，5

　　　 と して 防祝 材 ．rに対 す る鋼 材 の f吏用 区 分 を定め た。

　　　 な お，外 板 に ク ラ ッ ド鋼 を用 い る場 合 は ，板厚 を 母

　　　 材 厚 さ と して規 則 を適 用 す る 旨検査要 領 に現定 した、、

　 12）械 関 の 材 料 （2．1．5か ら2．1，7｝

　　　 海 水 に 曝 され る 材柱 及 び 栂 水温 1乏に 曝 さ れ る 材 料の

　　　設 言1温度 は ，0℃ 晦 水温度〉と した。また，低温

　　　空気 に 曝 され る 機閃 の 材
．
料の 祕 μ†温 度 は ，想 定 され

　　　 る 使 用 温 度 と し た．こ れ ら の 材料 は，。殳11i 温 度 よ り

　　　10℃ 低い 温皮 に て シ ャ ル ピー
衝撃 II鴇貪を実施 し，平

　　　均 吸 収エ ネル ギ が 20J以 上 有す る もの で な け れ ば な

　　　 ら な い 旨2．1．5か ら2．1．7 に 規定 した。

　 （3）防食措置及び而1磨耗措置 （2．3．1及 び 2．32 ）

　　　　般 的 に 外板 に d− JPIさ れ る 防錆及 び 防ゐ 塗 利 は，氷

　　　 との 接 触 を 考伸 す る必 要 が あ る氷 1綱 。 に あ っ て は，

　　　 あ ま り有効 で ない 、，ttmeの 劣 化 した場合 ，腐食及 び

　　　庖耗 こ よ り仮厚減少が 通 常 よ り大 きい た め，外板 に

　　　 対 し，強 化 した 腐 良 チ備 厚 とす る旨 規定 した tt また，

　　　 11∫販 さ れ て い る 氷 と の 接 触 を 考慮 した 特 殊 な 令料

　　　〔表12．6備 考
．
（1〕参照） を用 い た場 合は ，そ の 効 果 を

　　　 考 廣 し た 腐 食 予備 厚 を適 用 す る 旨規 定 した 。なお ，

　　　外板 の 対腐食及 び対磨耗対木 は，効 果 的な塗凌 又 は

　　　強化 され た ）n 食 予備厚 の 適川の と ち ら も同 オ Cあ る

　　　 と考え て い る た め ，氷 との 按触 を 7．慮 し た 猛 張 寺切

　　　果的 な保 岐 を施す こ とに つ い て は，推奨事項 と した 。

　 〔4〕防観材、こ対
．
す る腐 食 r・備厚 を 2，3．3 に 走め た ，、

3．1．3　1編 3章 （極地氷海船の 船 体構造 関連）

　   適川

　　　 氷 海船 に あ っ て は，氷 との 桜触，氷片 へ の 乗 1げ を

　　　 2
」
1）H・：して ，船 前の 形 状 が ，　

・
般 的 な船 舶 に 見 られ る

　　　球状 船 首 （バ ル バ ス バ ウ ） で は な く，砕氷 船 首形 状

一 6
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　 （ス プ ーン 形 状 或 い は 楔 形 形 状 ）が 採用 さ れ る こ と

　 か ら，氷荷重 の 評 価 は，当該形状 に対
．
して の み 評価

　 されて い る。従 っ て ，規則に規定す る 設 計氷荷重 は，

　 砕氷 船 首形状 を有す る 船舶 に の み 適 用 で きる 旨規定

　 した／t

  荷重 シ ナ 11 オ

　 設計氷荷重 は ，氷 か 船首 に衝突する 衝突荷単 シ ナ リ

　 オ L 基づ い て 定め ら れ て い る。衝突荷重シ ナ リ オは ，

　 局部強度評価用の もの と縦強皮 d価用 の 2 つ が ある

　 2 つ の 荷重 シ ナ リ オ の 概念 を図2 に 示す、こ の シ ナ リ

　 オ に 基づ く荷工 。 1価 の 考え方 を 3．1．2に 規定 し た 。

〔3）復原性及 び 区画

　 復原性 及 び 区画 に 関す る 班定 は，1ACS 統
一

規 則 に

　 は ない た め，IMO の MSC ／Circ．1056 及び MEPC ／

　 Circ，399 の Part　A 　3章 の 規 定 を参考 に 定 め た。

（4）設計氷荷重

　 設 1，十氷荷 苧、は，氷海船階級 1一応 じた 氷の 厚 さ，氷 の

　 強 度，衝 突 時 の 船 速 ，排水 量，氷 荷 重 の 作 用 面 の 大

　 き さ，船 体 区 域 をパ ラ メ ータ と して ，経 験 及 び カ ナ

　 ダ政 府が 実 施 した 研 究 戊 果 に 某 づ き定 め ら れ た，規

　 則 に 現 定す る破 砕 係 数，曲 げ破壊係 数，荷重作川 「師

　 係 数，排 水量 係 数 ，縦 強 度 係 数，船 速，氷厚 及 び 氷

　 強 度 と氷海船 階 級 の 関係 を図 3 に示 す 　 な お ，氷游

　 船階級 PC6 は ，　 FSICR の IA　Super と整合す る 船速，

　 氷 厚 と な っ て い る tt

（5）局 B強 度

　 板厚算式 は，鋼船現則 C 編 に 焼定す る 横圧 を受ける

　 仮厚算式 と同　
・
の 考 え方 に 基づ く

　 防撓材算式は
， 鋼舟規則 C 綿の 弾性梁理論 で は な く，

　 塑 1手理 論 に 井つ い て い る 。 具体的に は，ツ月性梁断面

　 の 中 、ノ軸及 び 塑 性断 面 係 数 の 簡 易算定方法 を示 し，

　 設 計 氷 荷 市 及 び許 容 応 力 （使 川 材 岸
’1σ）降 伏 応 力〕 に

　 よ り契求 塑 性断 面係 数 の 算式 を規 定 した。ま た，防

　 扎材 の せ ん 断 強 度 につ い て は，詐容 応力を限 界せ ん

　 断 強 度 と な る降 伏 強 度 の 、3／3（＝0，577）倍 と した。

　 本 会 に は 氷 海 船 と して も 量 され た痂 舶 が 現 在 の と こ

　 ろ 1隻 もない た め ，IACS 統
一

規則 に よ る 寸法影響を

　 具体 的 に 誰 価 す る こ と が で きな L ．，そ こ で ，統
一・

規

　 則 の 要求 レベ ル を把握す る ため ，FSICRに基づ くIA

　 Super と して る録 さ れ た船舶の 馴 i”［部 の 外仮 を例 と

　 し て ，氷海船 階 級 毎 に算定 し た 結 果 を図 4 に 不 す。

　 な お，。 1算 は．IA　Super に 採用 され て い る 防撓材配

　 青及び 使用材料 を仮定 して 計冒 した 。

　 氷海乱1階 級 PCI の 要 求椥 ≠は，　 IA　Super （氷 海舟II 階

　 級 PC −6） に 対す る もの の 約 2倍，ま た，防 撓材
．
の 要

　 求断面 係数は，
一
殳計氷 有市 の 計算結果 か ら約 4倍 と，

　 非 常 に 大 きな もの と な る。こ の こ とか ら，PC1 の よ

　 う L 厳 しい 氷 海 舟 階 級 の 月 舶 は，防 鐃 材 や 柘 の 些L置
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　　　 を，通常 の 船舶 よ りか な り密 にす る 必 要 が あ る こ と

　　　 が分 か る．、

　 （6）桁部材

　　　特設肋骨 や 船側 縦 通 桁 な ど の 桁 部材 も，局 部 強度 と

　　　 同様 に塑 性 理 論 に基 づ き評価す る 旨規定 した。なお ，

　　　 直接 強 度言1算 は，格了構 造 の 構造応答 を 求め る た め

　　　 に実 施 しな け れ ば な ら な い が ，規則算式の 代替 評 仙

　　　 于法 と して 認 め られ ない 旨規定 した 。

　 （7）縦強度

　　　氷 海 船 の 縦 強 度 は，通 常 の 船舶 に 安 求 さ れ る 規定 を

　　　満 足 す る こ とに 加え，船首祁が 氷片 に乗上げた 場合

　　　 にヰ じるせ ん 断力及 び 曲げモ
ー

メ ン トを考慮する 必

　　　要 が あ る。本 評 価 は，波 浪 中 の 縦 強度評 価算式 に お

　　　 け る波浪荷重の 代わりに氷か ら受ける 荷重を用い て

　　　 評価 され る こ とに な る。

3．t．4　1編 4章 （極 地 氷 海船 の機関関連）

　 〔1）一舟殳　（規貝叮1編4．1）

　　　統 親 則 13，2 に 基づ き，規則 1編4 章に 関連 して 提 Ilh

　　　 が 要求 され る 図血及び 資料 の 項 H を定 め た 。 ま た，

　　　 シ ス テ ム 全 体 の 設計要イ1・と して ，防火 設 備，自動化

　　　設備等 に 関す る 追 加 の 要件 を定 め た。

　 （2）言殳「i’†荷重 　@〔 規貝［］1 編4．2

　　
　
統 ． 現則13． 4 に 基づき ， プ ロ ベラ，軸 系 及び動

伝 　 　 　 達 装 置の 設計時に 検 討すべ き荷 重 に つ いて要

を 定 　　　 め た。 規則1編4 ． 2 ． 1 に こ れ ら の 荷 重の 項 日

定める 　　 　と ともに，同4 ． 2，2から4 ． 2 ．9 に荷重 （表 2

照）の具 　 　
　
体的な。 1 ’算方 法 及 び 計 算式 に つ い て 定

た。こ れ ら 　 　 　 の 計 算 式 に よ って 与 え ら れる荷重の

は，実 船 計測 　 　
　

か ら得 られ た デ ータ と 比較す るこ

により 検 討さ れ 　 　　 た もの であ る。 参考 とし て ， 図

ｩ ら図 9 に こ れ ら 　　 　 の荷重の計

結 果の例を示 す 、 丿 　（ 3） 設

妛件（規
則1 編 43） 　 　 　統一 規 則 13 ． 5 に 基づき，

ロペラ，軸系 及 び動力伝 　 　 　 達 装 置 の 設 訓要 件 を 定

た。プ ロ ペラの強度につい 　　　ては ， 4 ． 2 ． 2 及 び4 ． 2 ．

ﾉ より 求 めた荷重 を 用 いて 有 　 　 　 限 要素 解 析 により

ロペラ 羽根に生じる応 力 を 計 算 　 　　 し ，当該応力が

ロペラ 羽 根 の 材 料の許 容 応 力を超 　 　 　 え ない よ う に

めた。ま た ，損傷 が発 生 し やすい羽 　　 　 根 の 先 端 部

ついて は，最 小厚さ を定 める こと に よ 　 　　 り 特別 に

慮した も の と な って い
る 。 軸系 の 強 度 に 　 　 　ついて は

　・般の 船舶 に要求され る ね じ り 振動 の計 　 　 　 算 と

異なり ， プロ ペラに氷 が 衝突す る こと に よ っ 　　　 て

系に作 用 する 過 渡 的 な トルク に つ いて検 討 す る 　 　　

うに定 め て い る 、 こ こ で は ， プロ ペ ラと 氷の衝突 　　　 に

って生 じ るパ ルスト ル ク（図14 ，1 の 4 ケ ー

） 　　　に 対する 軸系の 応答 計算が要

される。 　 （4）機関 の支 持部（規則 1 編4 ． 5 ） 　

　統・ 規 則13 ． 7 に 基づき ， 原動機， 発 電 機 及 びその 他

　　　 の重要 な装置 の 支 持部 の強 度 設 計 に おいては ， 船 体

　　　 と 氷が衝突 す ること によっ て 発 生する慣性力 につい

　　　 て考 慮 す る よ う定 め た 。 こ こ では， 慣 性 力の 計 算
式

　　　 を 定めている 。 こ こ に 定める 慣性 力 の値 は 計 測デー

　 　　タと比 較 す ることに より検 討さ れたもので ある／t

　（5 ）そ の他 の低温対
策 〔 規 則1 編 4 ．6 及 び4 ，7 ）

　　規 則1 編4 ． 6 に ， 雪の 滞 留 及び 凍結 か ら 機 関や タン

　 　 　を保護 す る た めに必要 と な る 措 尚について 要件 を

　 　 　
め

た
tt

タ ン ク の 凍結 防 止 の た め の 具 体 的 な措

とし 　　 　 ては ，ヒ ー テ

ングコ イル やエ アバブル発生 装置の 　 　　採用 等 が挙 げられる。

　　　 規 則 1 編 4 ． 6 ． 2 で は ， 統 一 規 則 13 ． 8 に 基 づ

，海水 冷 　 　　却ラ イ ン に 氷が 侵入 す る こ と によって管 が

塞する 　　　ことを防［Lする
た
めの要件を定めるとともに ，IMO 　 　　の M

／ Circ ．504 “GUJDAI＞CE 　ON 　DESICN ．4ND 　　　CO 八「ST

o ノ（ ］TYO 　V　OF 　SEA 刀
〉

五 ETS 　UNDER 　 SL

H 　 　 　 ICE 　 CONDITYONS ”を参 考に

シーベ イ及びアイ 　　　

ボック ス を 用い た海水取 入れ設備の 配尚例〔 図 　　　 14

2 ）を 示 し た
。

　 　 　 規則 1 編 4 ． 7

は ，氷水域 を 航行 中 に 通 気を 確 保す る 　

　ため の・ 般的 な要件を 定め て いる。 　 （6 ） 舵 及 び 操舵

置（規 則［ 編 4 ． 8 ） 　 　 　境 則 1 編4 ． 8 は
，
舵 及 び

舵 装 置 の 設計 に つ い て，

　　　に氷が 衝突する ことに

り 発 生 す る 荷 重を 考 ． 慮 す
る

　 　　 よ う 定 めて い る。

3 ． 1 ． 5 　 5 章 （耐氷 船 関 連 ） 　ブ イ ン ラ ン ド 及 び ス

ェーデン政 府 が 定 め た規 則に基 づ

た 鋼 船規則 C 編28 章 の規 定を1編5 章に移設する ととも に，喫水線

関 す る用 語を 変更 し た 。 　 また，今回追加された図

，1 は，2006 年 12 月 の FSICR の 改 止事項を取 り人れ た も

であ り ，夏 季 淡 水 満 載喫水船 〔図15 ，1 の F の 位 置

が最 大 氷 海喫水線 〔図 15 ， 1 の I

の位 置） よ り上

にあ る 場含，それ を示す逆三 角 形の標示 が 必 要である旨を

定
し
た ものである。 32 　鋼

規則A編 　 極地氷海船 階級

PC1からPC7 ） に 対応 す る 船級付 記符 弓． を1．2．51 ．

定 め た、 3．3 　鋼 船 規 則 検査 要領 B 編 　FSICR

改正に 基 づ い た 喫 水 線 （ 1 編 5 章 図 15 ．
1 ） の標 示

関 し ， 2007 年7 月1 凵よ り訶に 起 L された船 舶 で あっ

も ， 当 該標示が要求さ れ る船舶にあっては，同凵以降の最 初 の人

乂は上架の時期までに検査により当該標示の確認 を受 け

よう に検査要領B 編B1 ．

D3 − 5 ． （ 13 ）に 規 定し た 、， 3 ．4 　鋼 船 規 則 C
，

B 編／ 鋼船 規 則 検 査要 領

ﾒ
，
　

　　
編
， P 編 ／ 旅 客 船 規 則 　鋼船 規 則 C 編28章 の 親 定を
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表 1　鋼船規 則 1編 の 構成

　　　　　　　　　　　 Ice　Condition
Heavy 一

咽 咽■■■■幽■■■■■■■■■■■■■■ ■ 圏　Mild

注）厳 密な対応を示 すもの で はない 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 1　 極 地 氷 海 船 階 級 及 び 耐 氷 船 階 級

鬮 ：極地氷海船

匚 ］・耐氷船

図 2　衝突 シ ナ リオ
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7〔｝ 2008年版 鋼船規 目「亅及 ぴ 関連検 査要領 等に おけ る改正 宀 の 塀況
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図 4　船首部外板 の 水荷重 及 び 要求板厚

表 2　機関の 設計荷重

荷里 定義 設 副

プ ロ ヘ ラ と水 の 相互 イi用 に 共 り，船 舶 の
一

生 に お い プ ロ ヘ ラ 羽 根 の 強度 ’算 に 用 い る 「殳計荷

Fb，　 Ft て プ ロ ヘ ラ 羽 根 に 作 用 す る 最 人 荷 卓 （流体 力 学 的 荷 車

［1編 4221423 ］ 重 を 含 む ）、こ こ て 　 堀 　 船 尾 方 向 の 荷 重 ！　 h 　 船

自方 1［］の 荷 重

プ ロ ヘ ラ と水 の 相 彑 作 用 に よ り　 船 舶 の 　 牛 に お い 可 変 ヒ ノ チ 機 構 及 び 羽 根 取 刊 け ホ ル ト等

　 Q，m 、．
［1編 42 司

て 7 ロ ペ ラ羽 根 に 作用す る最大 ス ヒ ン トル トル ク の 強度剖算 に 用 い る 設 詩 ス ヒ ／ トル トル

ク

フ ロ ヘラ と水 の 相互 作用 に L り　 船舶 の
一

生 に お い 応答 ス フ ス トT ，を算出う る た め の 縦抜動

Tb　 Tf て プ ロ ヘ ラ （全 翼） に 作 用 す る 最 大 ス ラ ス ト。た た 刮 算 に 用 い る 起 振 力　 た た し　 統 　規 則

［1編 426 ］ し　 Tbは 船 尾 方 向 ス ラ ス 1て あ っ ぐ　Tfは 船 自 方 1・」 13 て は 動 的 拡 人 係数 か
厂
丿 え ら れ ぐお り，

ス ラ ス ト 縦 振 動 計 算 は 要．k され な い ，

Qm。． プ ロ ヘ ラ と水 の 相 彑 作 用 に よ り　 フ ロ ヘ ラ羽 根 に 作 推 進 軸 系 に 沿 っ た 1い 答 トル ク Q 「
を 算 出

［1編 425 ］ 用 寸 る ア イ ス トル ク　（流体 力 デ的 トル ク を 含む ） す る た め の 起 振 トル ク

プ ロ ペ ラ 羽 根 の 損傷 （塑 1牛曲 け ） を発 牛 させ る羽 根 羽恨損傷何 重 は　羽根取付 け ホ ル ト　 可

損傷荷 重。当 該 荷 車 は 羽 根 の イ1げ 根 祁 分 の 曲 損 を 生 変 ヒ ノ チ 機 構 　 ブ 卩 ヘ フ 軸 　 プ ロ ペ ラ軸

し させ る 荷重 て あ っ て 　 プ 卩 ヘ
フ 羽 根 の 1径イv 置 受及 ひ ス ラ ス ト軸受 の 寸法 の 算定 に 用 い

08R の 位置 に fう用 す る 。羽根 の 回転 軸か ら荷重 の 作 る。
Fc、 用 猷ま て の 距 離 （ス ヒ ン トル 軸 か ら の 脱 の 長 さ）は， 当 該荷 重 ぽ ，フ ロ ペ ラ 羽 根 か 損傷す る 嗣

［且編 429 ］ 羽 根 回 転柚 と 十径位 置 08R に お け る 前縁 及 び 後 縁 に こ れ ら の 部 品 か 損 傷 す る こ と は な い

の 距 離 の い す れ か 人 き い ガ の 値 に 2〆3 を 乗 し た 値 と Seledlv恥 trength　prlnclplc
’

選 択 強度理

す る． 論」 に 基 っ い た 設 計て あ る，（プ ロ ヘ ラ 羽

根 か 犠 牲 と な る こ と に よ り軸 系 部 品 の 重

大 な 損 傷 を 防 く没 計 ）

　 Q ，

［1編 427 ］

軸 系 の 7k 起 振 に よ る動 的 作 用 （ね し り振 動 ） 及 ひ プ

ロ ペ ラ の 流体 力子 的 平 均 トル ク を 考膚 し た フ ロ ペ

ラ 軸 系 に 船 っ た 最 大 応答 トル ク

推 進 軸 系 の 設 。十 トル ク

　 Tr

［1編 428 ］

軸系 の 水 起振 に よ る動的作用 （縦振動）及 ひ プ ロ ペ

ラ の 流 体 力 デ的 平 均 ス ラ ス ト を 考慮 し た プ ロ ペ ラ

軸 系 に 沿 っ た 最 大 応 答 ス ラ ス ト

椎進軸 系 の 設 計 ス ラ ス ト

9

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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